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１．概要（Summary ） 
 Co–Cr 合金の熱間加工により導入された転位の運動を

X 線回折ラインプロファイル解析より、転位密度、転位の

配置パラメーターの観点から考察した。降伏点以下の応

力でも転位密度が減少する特異な現象が確認された。 
２．実験（目的,方法）（Experimental） 
 生体用 Co–Cr 合金は合金組成と熱間加工の最適化に

より、GPa 級の弾性域と同時に 20%を超える優れた引張延

性が得られる。この特性は、熱間加工により導入された転

位の運動と、それに起因したひずみ誘起γ(fcc)→ε(hcp)

マルテンサイト変態に由来する。本研究では合金組成お

よび熱間加工条件を変えた Co–Cr 合金について、引張

変形に伴うマルテンサイト形成・転位運動の関係をX線回

折法から明らかにすることを目的とする。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
CoCrMo 合金と CoCrMoN合金（熱間圧延:60%）試料の

荷重前および降伏直後の回折リング像を比較すると、

CoCrMo 合金は変形直後にマルテンサイト変態が進む

のに対し、CoCrMoN 合金ではε相のリング強度に変化

はない。つまり窒素添加によりマルテンサイト変態が

抑制されていることがわかる。 
 図１は CoCrMoN合金の降伏点近傍の転位密度と転位

配置パラメーターの変化である。応力－ひずみ曲線の

降伏点（約 800 MPa）よりも低い応力にもかかわら

ず、転位密度が減少することが確認された。この合金

は負の積層欠陥エネルギーを持つため、荷重によりγ

相中の転位が積層欠陥に拡張しやすく、一部レイヤー状

となり、変形初期からマルテンサイト変態が生じたと考

えられる。その結果、転位が変態に消費され、転位密度

が減少したと推定される。なお、ε相のリング強度に変

化が認められなかったのは、マルテンサイト極めて薄い

層状として形成したと推定される。今後、TEM 観察の

結果をもとにこの現象を検証する。  
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図１ 引張荷重に伴う転位キャラクターの変化 
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